
















　　　健全すこやか勉強会

　※このＳＳは本編を読んでからお楽しみください。







　ある日の放課後。俺はツワブキ高校の本館にいた。

　人目を避けながら『生徒指導室』と書かれた部屋の扉を開け、素早く身体を滑りこませる。

　電灯をつけると、そこはテーブルと椅子が２つあるだけの殺風景な部屋だ。

　カバンをテーブルに置いてぼんやり突っ立っていると、再び扉が開いて一人の女子が音もたてずに中に入ってきた。

　後ろ手に鍵を閉めたのは──ツワブキ高校生徒会副会長、馬剃天愛星。

「時間どおりだね」

「温水さん、窓から丸見えじゃないですか」

　天愛星さんは足早に窓に歩み寄ると、カーテンを閉める。

「部屋に入るところ、誰にも見られませんでしたか？」

「ああ、大丈夫だと思うけど……」

　ようやくホッとしたようにカバンを机に置く天愛星さん。

　まあ、俺みたいな陰キャ男子と密会しているなんて、誰にも知られたくないのだろう。

　俺は内心、苦笑いをしながら椅子に座る。

　密会といっても、もちろんいかがわしい目的ではない。

　ときおり天愛星さんが発作的に要求してくる、秘密の勉強会を開催するのだ。

　今日は古文を教えて欲しいとのことだが、俺も教えるほどくわしくはないんだけどな……。

「わざわざすみません。今回、テスト勉強が進んでなくて」

　気まずそうに向かいの席に腰かける天愛星さん。

「馬剃さんは生徒会の仕事があるし、仕方ないよ」

「あら、温水さんも文芸部があるじゃないですか。それとも活動をしてないんですか？」

「それは──」

　言いかけた俺は、天愛星さんの面白がるような表情に肩をすくめる。

「俺もいそがしくて仕方ないな。今日は頼りにしてるよ」

「ええ、分からないとこがあったら教えてあげますから」

　そう言ってクスクスと笑う天愛星さん。

　実のところ、彼女は成績がよくない。

　俺も最近は順調に成績が落ちているが、天愛星さんは常に赤点ギリギリだ。とはいえ全教科赤点の焼塩にくらべたら、断然優等生なのだが。

　秘密の勉強会は静かに始まった。

　ノートと教科書を開き、テスト範囲を頭からおさらいしていく。

　しばらくはページをめくる音と、シャーペンが紙の上をなぞる音だけが聞こえてくる。

　文芸部の部室だとお菓子を食べる音で気が散るし、今日は静かでいいな……。

　15分ほどすぎたころだろうか。

「……枕草子って中学でもやりましたよね」

　ノートに目を向けたまま、ポツリとつぶやく天愛星さん。

　そういや、そうだっけ。

　おぼろげな記憶を探っていると、天愛星さんは懐かしそうに言葉を続ける。

「あのころは、古文がこんなに難しいとか思いませんでした」

「中学の授業は古典に親しむのが目的だからね。印象的なフレーズを友達と言いあって、はしゃいだりとかしてたし」

　俺の言葉に、意外そうに顔を上げる天愛星さん。

「あら、温水さんもそんな中学時代があったんですね」

「いや周りの話だよ。俺は友達いなかったし」

「……すみません、忘れてください」

　天愛星さん、ここは笑うところです。

　なんかシリアスな雰囲気のまま、俺たちの勉強会は続く。

　しばらく無言でノートのチェックをしていた俺は、チラリと天愛星さんの様子をうかがう。

　彼女は小さく口元を動かしながら、活用表を覚えているようだ。

　……よく考えると、いまのシチュエーションって一緒に勉強してるだけだよな。

　放課後、密室、男女二人、テスト勉強────。

　あれ、ひょっとして俺っていま、青春してる？　映えてる？

　……いや待て。去年の夏に地下資源館で八奈見が似たようなこと言ってたが、青春は俺の横を全速力で走り抜けてったぞ。うん、勘違いだ。

　──天愛星さんは、いつものひっつめ髪。

　少し立派な眉毛を寄せつつ、シャーペンの先で参考書をコツコツと叩いている。

　生徒会は他に美人がいるのでなんとなく忘れがちだが、天愛星さんって意外と小顔で、髪をアップにしてるから細くて白い首が目立つんだよな。

　首のホクロもなんかエ──えっと、アレだし。もう少し人当たりがよければ、けっこうモテるのではなかろうか。

　モヤモヤとそんなことを考えていると、いつの間にか天星愛さんが不思議そうな顔で俺を見つめている。

「温水さん、私がどうかしたんですか？」

「えっ、いや、なにか難しい顔してたから、どうしたのかなあって……」

　適当にごまかすと、天愛星さんは溜息をつきながら眉間を指で押さえる。

「はあ……それがどうも、古文の活用表がよく覚えられなくて」

「ああ、活用表は俺も苦労したな」

「覚えたハシから忘れてしまうんです。ようやく最後まで覚えたかと思ったら、最初の方があやしくなって。なにかコツとかありますか？」

　天愛星さんが参考書を俺に向ける。

「ええとスタンダードな方法だと──他の記憶に紐づけしたりとか」

「紐づけ、ですか？」

　不思議そうに目をパチリとする天愛星さん。

「有名なのはアルファベットの歌かな。語呂合わせなんかもそうだし、他に俺がやってるのは──」

　ペンケースからボールペンを取りだす。

「手に書く、ってやつ」

「えっ、カンニングですか？」

　違います。

「いやほら、活用表を覚えたいんでしょ？　例えば人差し指は下一段活用、中指はサ行変格活用とか決めてペンで書くんだ。そうやって覚えておけば、テストの時に指を見ると、思い出すきっかけになるんだって」

「なるほど……身体に書いて覚えるんですね」

　天愛星さんは深く頷くと、自分の手にボールペンで書きこみ始める。

　あ、家じゃなくてここでやるんだ。

　とはいえ勧めといて、やらないほうがいいと言うのもな……。

　気まずくノートを眺めていると、不意に天愛星さんがフフッと笑う。

「なんか楽しそうだね」

「自分の手に文字を書くなんて子供みたいで。なんだか面白くなっちゃいました」

　ときおりクスクス笑いながら、自分の手に書き続ける天愛星さん。

　……ま、本人が楽しいならそれでいいか。なんか鼻歌まで歌いだしたし。

　俺は天愛星さんの鼻歌を聴きながら、授業のノートを見直していく。

　さらに30分ほど経ったころだろうか。

　ようやくテスト範囲の最後までたどり着いた俺は大きく伸びをする。

　すっかり静かになった天愛星さんは、ボールペンを握ったまま固まっている。

「馬剃さん、どうしたの？」

「あの、書くところが無くなったんですがどうしたらいいんでしょう」

　困惑気味な天愛星さんの左手には、ぎっしりと活用表が書き込まれている。

　こうして見ると結構グロいぞ。

「ええと、右手に書くとか」

「そうしようと思ったのですが、私は右利きなので」

　ああ、それもそうか。

　納得していると、天愛星さんはボールペンを俺に差し出してくる。

「なので……温水さんが書いてくれませんか？」

　へ？　書くって、天愛星さんの手に？　俺が？　

「いやいや、左手のをいったん消してから、続きを書けばいいんじゃない？」

「温水さんの話ですと、ビジュアルと記憶を結びつけるのが目的ですよね。同じ指に違うことを書いたら、記憶が混乱しませんか？」

　天愛星さん、たまにまともなことを言う。

「それだと馬剃さんの手に触らないといけないんだけど……」

　やんわりと断ったつもりが、かえって天愛星さんに火をつけた。

　彼女は顔を赤くして口を開く。

「か、勘違いしないでください！　私はべつに手を繋ぎたいとか。そういうのではないですからね?!」

「あー、うん。分かってるから。あくまでも勉強のためだよね」

「はい！　ですから──」

　グイ、と机越しに俺に右手を突きだしてくる。

「勉学のため、この身を穢すことも厭いません！」

　えらい言われようだ、

　そしてそのセリフ、エロ漫画だとフラグなので口にしないほうがいい。

「いやまあ、馬剃さんがいいならいいけど……」

　机越しに手を伸ばすと、天愛星さんが不満そうな顔をする。

「向かい合わせだと文字が反対になるじゃないですか。隣に来てくれませんか？」

「ええと、じゃあ」

「はい、隣にどうぞ」

　椅子ごと隣に移ると、そっと天愛星さんの掌をつかむ。

　その掌は志喜屋さんのような妖艶さには欠けるが、女の子らしく小さくて華奢だ。

　……天愛星さんも女子なんだな。

　我ながら失礼なことを考えながら、恐る恐るボールペンを天愛星さんの掌に──。

「んっ！」

　ペン先が触れるが早いか、天愛星さんの口から艶めかしい声が漏れる。

「あの、くすぐったいんなら……」

「だ、大丈夫です。続けてください」

　顔を伏せ、唇をかみながら天愛星さん。

　俺は無言で頷くと、ボールペンのインクをゆっくりと天愛星さんの掌に乗せていく。

　上二段活用から始まったプレイ──じゃなかった記憶術は、ナ行変格活用に差しかかる。

　小指に『ぬ』の字を書きはじめると、天愛星さんの肩がピクリと震える。

「ぬ、温水さん、あ、あまり撫でまわすのは……」

「だって『ぬ』の字だから曲線が多いし。少しだけガマンして」

「は、はい。ナ行変格活用の二つ目は──」

「ぬる、だね」

「く……っ！」




　ぬ　ぬる　ぬれ　ね──。




　右手の小指に増えていく、ナ行変格活用の言葉たち。

　天愛星さんの震える首筋に、薄っすらと汗がにじんでくる──。




　……まずい、なんか俺まで変な気分になってきたぞ。

　あくまでもこれは勉強のため。決して特殊なプレイではない。

　いや、ホントに違う。

　自分に言い聞かせながら最後の一文字を書き終えると、天愛星さんが切なげな吐息を漏らす。

「ちょ、ちょっと休ませてください……っ！」

「いや、休むよりこの勢いでラ行変格活用いこうか」

「ラ行変格活用って……」

　天愛星さんは、うるんだ瞳で参考書を見やる。




　ら　り　り　る　れ　れ──。




　ナ行変格活用にくらべれば曲線は少ない。

　天愛星さんは上気した頬のまま、コクリと頷く。




　次は薬指だ。

　ペン先をゆっくり這わせると、天愛星さんの肩が小さく震える。




　まだ天愛星さんは気付いていない。

　ナ行変格活用の最後に待ち受けている『れ』の連続に──。




　──この１か月後、俺は天愛星さんに告白されることになる。

　思えばこの時から、その気配はあったのかもしれない。




　後になって、そう思う。
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